
 

 

 

 

 

 

 

 

○運行の対象となるのは「稲瀬地区」にお住まいの方です。（※乗降場所は裏面） 

〇ご利用には事前登録が必要です。お問い合わせは、「稲瀬の足を守る会」まで。 

○ご利用の際には、必ず「稲瀬の足を守る会」に電話かＦＡＸで予約してください。 

○１回の乗車につき「５００円」でご利用できます。 

 ※各種割引を受けられる方は、手帳、割引証、証明書等を必ずご提示ください。 

〇市営バスと乗り継ぎする場合にも、１回の乗車につき合計 500 円で利用できます。 

○地区内交通料金はチケット制となります。事前にご購入ください。 

○地区内交通料金はチケットで、市営バス料金は現金又はバスカードでのお支払いとな 

ります。 

○乗り合いとなりますので、多少の時間の遅れがあります。 

○利用登録証を必ずご提示ください。登録証の提示がないと乗車できません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ご利用の流れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電話で予約 

○○です。 
明日の８時40分の便
で△△から○○まで
予約します。 

①利用者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○さんですね。 
明日の８時 40 分の
便、予約受け付けまし
た。順番にお迎えにい
きますので指定乗降
場所でお待ちくださ
い。 

オペレーター対応 

②足を守る会 
 
③足を守る会  

④順番に乗降場所へ 

☆予約時間について 
 ■受付時間は、利用する前日（月曜日分は前週の金曜日）の 

午後４時までです。 

■利用日の４日前から予約できます。 

 

                 

  

〇〇さん

ですね、

明日の

△△到着

は 8 時 50

分頃で

す。 

  運行時刻について 
 

※月・火・水・金曜日の１日３往復 
※受付は前日（月曜日分は前週金曜日）
午後４時まで。 

※予約がない場合は運行しません。 
 

＜午前の便＞ 

１便 ７時 00 分 

２便 ８時 40 分 

３便 10 時 20 分 

 

＜午後の便＞ 

１便 12 時 20 分 

２便 14 時 20 分 

３便 16 時 20 分 

 

※祝日とお盆及びお正月は運休しま
す。 

はい。 

８時 45

分頃には

△△で待

ってま

す。 

※月曜日の運行分は金曜
日にお知らせします。 

 

⑤市営バスに乗り換

えて岩谷堂へ 

                     稲瀬の足を守る会（稲瀬地区センター内）TEL&FAX /35-4073 ご利用登録・乗車予約先 
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 1 月から 運行日 増えます  

稲瀬ふれあい号     ◇登録・予約ダイヤル◇ 

 
 

 

保存版 

利 用 方 法 35-4073 

☆予約ダイヤル （平日のみ） 

（稲瀬地区センター内）TEL＆FAX 35-4073 

☆指定乗降場所（他の場所では乗り降りできません） 
宝禄会館、倉庫前、沼館Ａ・Ｂ、十三会館、大文字、八幡会館、大谷、稲瀬地区セ

ンター、下台、鶴羽衣会館、蔦ノ木会館、三丁会館、沼尻、沼尻会館後ろ、 

小荒瀬会館、地前深山会館、白山神社旗立て前、上三照会館高架下、変電所高架下、

十文字バス停、大迫バス停、上六堂バス停、葎田バス停、石関農村広場前、 

高丘 （三照産直は 12/6~休止） 

地区センター 



 「稲瀬ふれあい号」乗降場所  

 

 
 

【乗り継ぎのコツ】 

☆岩谷堂へ行く場合 ※地区内交通⇒市営バスに乗り換え ★岩谷堂から帰ってくる場合 ※市営バス⇒地区内交通に乗り換え 

地区内交通 市営バス（地区センター発） 市営バス（地区センター着） 地区内交通 

７：００ ７：３７ 広瀬青谷線 １２：１１ 広瀬青谷線 １２：２０ 

８：４０ ９：１７ 広瀬青谷線 １４：１１ 広瀬西川目線 １４：２０ 

１０：２０ １０：５７ 広瀬西川目線 １６：１１ 広瀬青谷線 １６：２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆「稲瀬ふれあい号」の利用心得（必ずお読みください） 
「稲瀬ふれあい号」はバスと同じように、皆さんが乗り合いで利用するものです。 
タクシーとは異なりますので、以下のルールを守って利用しましょう。 
 
◎心得 その１ 決められた場所で、乗り降りするようにしましょう。自宅玄関前で乗り降りはできません。 
◎心得 その２ キャンセルする場合は、必ず連絡しましょう。運転手さんに迷惑を掛けてしまいます。 
◎心得 その３ みんなで声を掛け利用しましょう。地域の交通を守るため、皆さんの協力が必要です。 


